
　
平
成
三
十
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
御
祝
詞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
当
協
会
が
主
催
い
た
し
ま
し
た
講
演
会
・
学
習
会
を
は
じ
め
研
修
な

ど
の
諸
行
事
に
対
し
、
皆
様
方
か
ら
多
大
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
崎
も
県
庁
舎
新
設
移
転
を
は
じ
め
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
で
す
。

地
域
の
大
変
革
の
中
、
お
か
げ
さ
ま
で
当
協
会
の
活
動
も
三
十
六
年
目
を
迎
え
、
県

内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の『
な
が
さ
き
の
空
』

も
定
例
の
発
刊
を
重
ね
四
二
六
号
を
刻
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
も『
長
崎
学
』を
中
心
に
、
長
崎
の
歴
史
を
研
究
し
、
地
域
文
化
の
振
興
に
貢

献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
三
十
年 

正
月

　
　
戌イ
ヌ
年
に
よ
せ
て	
越
中
　
哲
也

　
先
ず
は
新
年
の
御
挨
拶
　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
目
出
と
う
御
座
い
ま
す
、今
年
も
良
呂
敷
く
御
支
援
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
会
も
十
八
銀
行
頭
取
清
島
省
三
氏
の
御
発
案
に
よ
り
創
立
さ
せ
て
戴
い
て

三
十
六
年
と
な
り
、
毎
週
開
催
い
た
し
て
お
り
ま
す
月
曜
長
崎
学
研
究
会
・
水
曜
懇

話
会
・
古
文
書
研
修
会
等
も
参
加
し
て
下
さ
る
人
達
も
多
く
盛
会
で
す
の
で
、
更
に

本
年
も
引
き
続
き
御
援
助
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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さ
て
、
今
年
は
、
旧
暦
法
・「
十
干
十
二
支
」（
干
支
と
い
う
）に
よ
る
と
戊ぼ

戌い
ぬ（
カ

ノ
エ
・
イ
ヌ
）の
年
と
な
る
。
干
の
文
字
は
幹（
木
の
ミ
キ
）で
あ
り
、
支
は
枝
で
あ

る
と
い
う
。
こ
の
古
式
の
暦
法
は
中
国
殷
の
時
代（
紀
元
前
十
六
世
紀
）の
遺
跡
・
殷

墟
か
ら
発
掘
さ
れ
た
甲
骨
文
の
中
に
十
干
十
支
の
文
字
が
刻
し
て
あ
る
の
で
殷
時
代

に
は
已す
で

に
普
及
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
其
の
暦
法
が
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
た

時
期
に
つ
い
て
は
、
先
輩
方
の
論
考
に
あ
る
よ
う
に
正
倉
院
の
御
物
の
中
に「
十
二

支
刻
彫
石
板
」と
い
う
の
が
あ
る
の
で
其
れ
以
前
よ
り
十
二
支
の
干
支
は
中
国
よ
り

我
が
国
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
言
う
。

　
そ
の
十
二
支
と
い
う
の
は
、
古
代
中
国
の
天
体
学
に
よ
り
十
二
辰
に
象か
た
ど

っ
て
月

を
配
し
た
の
は
確
か
な
事
で
あ
る
が
、
其
の
十
二
辰
に
多
く
の
動
物
の
中
よ
り「
子

は
鼠
、
丑
は
牛
、
寅
は
虎
…
」と
各
動
物
を
あ
て
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
良

く
わ
か
ら
な
い
そ
う
で
あ
る
。
一
説
に
は
中
国
の
文
字
で
鼠
を「
ネ
」と
よ
み
、
兔
を

「
ウ
」と
発
音
し
て
い
た
事
よ
り
字
音
に
合
わ
せ
て
動
物
を
つ
け
た
の
で
あ
る
と
説
明

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
次
に
十
干（
幹
）と
い
う
の
は
古
代
よ
り
人
間
社
会
に
一
番
関
係
の
深
い
物
と
し
て

中
国
で
は
五
行
す
な
わ
ち「
木
、火
、土
、金
、水
」が
あ
り
、
こ
れ
に
強
弱（
表
裏
）を
つ

け
て
十
と
い
う
数
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
又
、一
説
に
は「
人
間
は
全
て
の

作
業
は
十
本
の
指
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
」の
で
十
幹
は
之
に
始
ま
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

　
十
干
の
最
初
は
甲
で
あ
り「
万
物
は
全
て
種た
ね

の
甲
を
破や
ぶ

っ
て
出
で
、
次
い
で
乙
は

軋あ
つ

と
韻
が
通
じ
万
物
軋
々
と
し
て
伸
び
、
丙
は
炳
で
あ
る
万
物
が
炳
然
と
あ
ら
わ
れ
、

丁
は
万
物
は
丁
壮
に
な
る
」
…
等
と
説
明
し
、
今
年
の
戊ぼ

は
茂も

で
あ
り
万
物
盛
ん
に

茂
る
と
あ
る
。

　
戌こ
う（
犬
）の
事
を「
説
文
」に
よ
る
と
孔
子
の
説
と
し
て「
狗こ
う

は
叩こ
う

な
り
、
気
を
叩た
た

い

て
守
る
」の
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
今
年
は
以
上
の
暦
法
に
よ
り
、良
い
年
を
迎
え
る
事
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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我
が
国
で
最
古
の
犬
塚
の
事
は
日
本
書
紀
崇
峻
紀
に
あ
る
と
寺
島
良
安
は
和
漢
三

才
図
絵
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
守
屋
の
大お
お

連む
ら
じ

は
太
子
と
爭
い
射
刹
さ
れ
た
時
、守
屋
の
下
臣
捕と

鳥と
り

部べ

の
萬
は
浪な
に
わ華

の
宅
地
を
死
守
し
自
ら
首
を
刎は

ね
て
地
に
倒
れ
死
ん
だ
。
こ
の
時
、
萬
が
愛
し
育
て

き
た
白
犬
が
萬
の
頭
を
く
わ
え
て
古
家
の
中
に
立
ち
去
り
、首
の
枕
辺
に
臥
し
、遂
に

飢
え
て
死
ん
だ
。
こ
の
話
を
知
っ
た
朝
廷
で
は
大
い
に
感
じ
、
萬
の
墓
に
並
べ
て
犬

を
葬
っ
た
。
其
の
墓
は
有あ
り

眞ま

香か

邑む
ら

に
あ
り
。
良
安
は
更
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
△
思
う
に
、
犬
墓
の
所
在
分
明
な
ら
ず
。
有
眞
香
邑
は
、
今
、
河
内
の
中
に
無
し

　
泉
州
日
根
郡
に
犬
鳴
山
あ
り
　
之
な
る
か
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先
日
、
日
本
獣
医
学
史
学
会
理
事
長
の
小
佐
々
学
先
生
よ
り
先
生
監
修
の「
義
犬

華
丸
も
の
が
た
り
」を
戴
い
た
。
先
生
は
之
の
本
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
お

ら
れ
る
。

　
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
旧
い
犬
塚
を
筆
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
全
国
的
に
調
査

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
県
指
定
文
化
財
史
跡
大
村
家
墓
碑
群
の
あ
る
大
村
市
本

経
寺
墓
域
内
に
あ
る
先
祖
大
村
藩
家
老
小
佐
々
市
右
衛
門
前あ
き

親ち
か

の
隣
に
建
つ「
義
犬

華
丸
の
碑（
墓
）」に
興
味
を
抱
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　
華
丸
の
碑
文
に
は
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）六
月
十
八
日
の
年
号
其
の
物
語
が
刻
し

て
あ
る
。
概
説
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
慶
安
三
年
六
月
十
八
日
大
村
三
大
藩
主
大
村
純
信
の
為
に
家
老
小
佐
々
市
右
衛
門

前
親
殉
死
、
其
の
火
葬
の
儀
を
親
族
あ
い
寄
っ
て
行
な
っ
た
時
、
市
右
衛
門
前
親
が

子
犬
の
時
よ
り
愛
し
て
い
た
華
丸「
家
犬
」が
声
を
呑
み
、
泣
涙
雨
の
如
し
。
そ
し
て
、

卒つ
い

に
自
ら
火
に
投
じ
て
死
せ
り
。
衆
み
な
此
処
に
愛
犬
の
儀
　
あ
に
弔
う
こ
と
が
爲

に
せ
ん
や
、
因
っ
て
以
て
石
を
建
て
其
の
事
を
録
す
。

　
先
日
、
私
も
こ
の「
華
丸
の
碑
」を
大
村
本
経
寺
に
訪
ね
ま
し
た
。
其
処
に
は「
赤

坂
動
物
病
院
柴
内
氏
寄
贈
」の
華
丸
の
石
像
と
立
派
な
碑
文
が
建
て
ら
れ
、
側
面
に

次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
六
月
十
八
日
　
義
犬
華
丸

三
百
六
十
五
回
法
要
記
念

　
碑
文
　
宇
多
源
氏
第
三
十
八
代
　
小
佐
々

氏
会
会
長
小
佐
々
学
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長
崎
出
島
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
内
に
は
洋
犬
が

飼
わ
れ
て
い
た
。
一
八
〇
〇
年
頃
長
崎
唐
絵

目
利
で
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
石
﨑
融
思
が
描

い
た
と
さ
れ
る
長
崎
古
今
集
覧
名
勝
図
絵
の

「
阿
蘭
人
之
図
」「
異
国
ヨ
リ
持
渡
鳥
獣
草
木
之

図
」に
は
洋
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
前
図
に
は

　
　
新
年
の
ご
挨
拶	

長
崎
歴
史
文
化
協
会
会
長
　
小
川
　
　
洋

二
面
あ
り
一
ツ
に
は「
新
カ
ピ
タ
ン
部
屋
玉タ
マ

突ツ
キ

遊
樂
図
」の
玉
突
台
の
下
に
首
輪
を
し

た
犬
が
丸
く
な
っ
て
休
ん
で
い
る
図
と
、「
蘭
人
食
事
風
景
図
」の
中
に
食
卓
の
御
馳

走
に
鼻
を
な
ら
し
て
い
る
図
が
あ
り
、同
様
の
構
図
は
川
原
慶
賀
筆
の「
唐
蘭
館
絵
巻
」

に
も
描
か
れ
て
い
る
。
他
の
一
つ
は「
異
国
ヨ
リ
持
渡
鳥
獣
草
木
之
図
」の
中
に
も
二

面
あ
り「
一
面
」に
は
大
き
な
縞
犬
の
洋
犬
の
図
と
次
の
よ
う
な
説
明
を
添
え
て
二
匹

の
洋
犬
図
を
描
い
て
い
る
。

　
蛮
国
の
飼
犬
　
容
形
痩
　
耳
太
ク
垂
レ
　
口
広
ク
　
様
子
夫
々
違
テ
弱
ク
狩
犬
等

ニ
成
リ
難
シ
　
首
延
金
ニ
テ
養
鍵
ヲ
掛
ル
也
　
是
ニ
綱
ヲ
掛
ル
程
大
　
和
犬
ヨ
リ
少

シ
大
シ
　
此
外
　
狆
犬
至
テ
好
。
蘭
語
　
保
舞
登
ト
云

風
信

○
平
成
三
十
年
一
月
五
日（
金
）午
前
十
時「
新
年
度
事
務
所
び
ら
き
」を
い
た
し
ま
し
た
。

昨
・
平
成
二
十
九
年
度
の
来
訪
者
は
約
二
千
人
余
も
あ
り
ま
し
た
。

○
本
会
で
毎
週
開
催
い
た
し
て
お
り
ま
す
全
講
座
の
一
・
二
月
の
開
催
は
恒
例
に
よ
り「
冬

休
み
」と
致
し
ま
す
が
、
一
般
の
御
来
訪
に
つ
き
ま
し
て
は
月
水
金
曜
日
の
午
前
十
時

よ
り
午
后
三
時
ま
で
開
所
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
御
気
軽
に
御
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

○
長
崎
商
工
会
議
所
よ
り
本
年
度
の
長
崎
歴
史
文
化
観
光
検
定
を
二
月
四
日
開
催
す
る
の

で「
今
年
も
良
呂
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」と
の
事
。
長
崎
検
定
は
全
国
的
に
も
有
名
で

今
年
は
十
三
回
だ
そ
う
で
す
。
中
で
も
一
級
合
格
者
は
中
々
む
つ
か
し
い
そ
う
で
す
。

○
全
国
の
昭
和
写
真
ア
ル
バ
ム
を
編
集
さ
れ
て
い
る
名
古
屋
の
樹
林
舎
の
河
合
真
吾
氏
来

訪
、
こ
れ
ま
で
長
崎
県
下
で
は「
島
原
・
雲
仙
の
昭
和
」、「
佐
世
保
・
北
松
浦
の
昭
和
」、

「
諫
早
・
大
村
・
東
彼
の
昭
和
」の
三
冊
が
発
刊
さ
れ
て
き
た
。
今
年
は「
長
崎
の
昭
和
」

を
発
刊
し
た
い
の
で
御
協
力
下
さ
い
と
の
事
。

○
昨
年
末
長
崎
経
済
研
究
所
よ
り「
な
が
さ
き
経
済
」の
送
付
あ
り
。
平
成
29
年
最
終
号
に

「
昨
平
成
29
年
は
良
い
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
」と
い
う
問
い
に
対
し
て「
ま
あ
ま
あ

良
い
年
だ
っ
た
」と
答
え
た
人
は
全
体
の
七
割
に
上
り
ま
し
た
」と
あ
り
、「
昨
年
の
事

を
漢
字
一
文
字
で
表
現
し
た
ら「
楽
」「
律
」の
文
字
等
　
比
較
的
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
の
文
字
が
多
く
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
今
年
も
こ
れ
に
続
い
て
良
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◯
新
年
に
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

　
宮
川
雅
一
氏
よ
り「
高
島
秋
帆
」。我
が
国
洋
式
砲
術
の
開

祖
と
さ
れ
る
秋
帆
に
関
し
多
岐
に
わ
た
る
論
考
で
あ
り
、

大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。（
長
崎
文
献
社
刊
・
一
六
〇
〇
円
）

四
二
六
号
　
平
成
三
十
年
一
月
十
日

出島オランダ屋敷に飼われていた洋犬
（長崎古今集覧名勝図絵より）


